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　○出席   　Rリモート出席　Mメーキャップ

　　主　　題（2022/2023）
国 際 会 長	：	 フェローシップとインパクトで次の 100 年へ

アジア太平洋地域会長	：	 新しい時代とともに、エレガントに変化を

西 日 本 区 理 事	：	 原点を知り将来に生かす（立ち上がれワイズモットーと共に）

中 部 部 長	：	 明るく　清く　美しく　―よき隣人として（Befriending）

名 古 屋 ク ラ ブ 会 長	：	 empathy( エンパシー ) 共感する力を高めよう（他者の靴を履いてみる）

2022 〜 2023　1 月号　(No912）

在　　籍	 19 名

第 1例会	 10 名

　　メネット	 2 名

　　ゲスト・ビジター 	 6 名

第 2例会	 7 名

　　メネット	 0 名

　　ゲスト・ビジター	 0 名

メーキャップ	 3 名

出席率	 93.7%

12 月クラブ出席 B　　　F

切手	 64pt

現金	 0pt

小計	 0pt

切手	 64pt

現金	 0pt

合計	 0pt

12
月

7
〜
12
月
累
計

小　尾	 　

加　藤　	○	 R

川　口	 M  

河　部	 ◯ 	

川　本	 ◯ 	 R

鬼　頭	 	

木　本	 ◯  

久保田	 

塩　田	 ◯	

鈴　木	 M	

相　馬	 M 	

谷　川	 ◯ 	

遠　山	 	

戸　田	 ◯ 	 R

中　村	 	  R

西　村	 ◯ 	 R

平　野	 ◯ 	 R 

深　谷	 ◯  	

渡　辺	  	  R

12 月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2023年 1月 16日（月）7:00p.m.〜 8:00p.m.
ところ：Zoom
プログラム：下半期プログラム　その他
※ 今期第二例会の曜日が変更になっています。ご注意ください。

　1961年木造名古屋YMCA２階で切手収集家仁科治夫Ys（後
副理事長）切手売り場に身重で手伝ったこと、PRG鳥居一良Ys、
桜山教会長老弁護士花村美樹Ys、伊勢湾台風後大阪Ｙからの鈴木
武二総主事、桜山教会とワイズにお勧め頂いた名城大建築科教授
中田武Ys（客員）方の例会に夫婦で出席したことが私のYsと Y
の始まりでした。戦後名古屋Ｙが桜山教会で再開し、此の頃の写
真も嬉しく拝見しています。
　≪戦後復興期の名古屋Y花村美樹副理事長と笠谷保太郎総主事
が終戦まで韓国YMCA運動の重責を担われた結果、1963年に両
国の交換学生プログラムが始まった≫と深谷聡Ysの巻頭言で知
り、私も続けたく存じます。1975年再開で名古屋クラブが主になっ
て家族ぐるみで「高校生ソウルセミナー」送迎、受け入れ協力し
ました。その後長井Ys提唱で「日韓ユースセミナー」は再開され、
IBC45年のソウル聖岩クラブからの同じ支援を知った時感動しま
した。＇75年以降ロスセミとソウルセミ隔年で団長方のホーム
ステイが続き、克行（ロスも）朋子もソウルでお世話頂き、御礼
状に始まったChristmas カードは2019年では国内外14ヶ国90
通余りあり（60%国内 )、ミネアポリスNW IBCへもYやYs年
間事の長文添えて長年続きました。
　幼児連れて鳥居、花村、鈴木、中田メネット方とメネット会、
後も多くの素敵なメネット方と学んだ42年、中学数学非常勤講
師等その間10年余、メン19年半充実したワイズ人生が与えられ、
神様に皆様に心から感謝申し上げます。
　相馬が高２担任の戸田真二Ysが入会後クラブ会長に。ソウルセ
ミリーダー、ユースセミ団長、国際交流の主任後区理事を担った
深谷聡同級生Ys。天の主人は喜び涙しているでしょう。　　　　

75 周年おめでとうございます　ワイズの醍醐味・国際交流
　　相　馬 静　香

会　　長　戸田真二

副 会 長　加藤明宏

書 　 記　川本、深谷　

会　　計　平野、谷川　
ブリテン　渡辺、戸田、平野、久保田

1 月例会プログラム

と　き：2023 年１月 10日 (火 )7:00p.m. ～ 8:30p.m.

ところ：名古屋YMCA・zoom

	 司　会	 谷川　　修君

開会宣言	 会　長	 戸田　真二　君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷		  相馬　静香さん

プログラム

　　　　　　卓　話：阿
あべゆ き ひ さ

部之悠氏

ハッピーバースディ

閉会宣言	 会　長	 戸田　真二君

例会での食事はありません。ＺＯＯＭでの出席は可。

2 月号　原稿担当者
巻頭言　河部　薫さん　1月第一例会レポート　谷川　修君

第第 1 例会ゲスト：
�吉野光汰さん・椿佳代さん・堀里美さん・和田芳子牧師
メネット：西村牧子さん、長井衣世さん
コメット・マゴメット：�平野智大くん、平野敦士くん、西村和奏

さん
愛実の会クリスマス 12/17：�戸田、加藤、平野、川本、深谷、

渡辺
クリスマスキャロル 12/17　�南山幼稚園：小尾、加藤、加藤朱、

川本、平野、平野コメット 2名
大阪泉北 40 周年記念例会　11/19　大阪：川口
京都ブラッククラブチャーターナイト 11/19　京都：川口
宝塚クラブクリスマス例会　12/21　ZOOM：相馬

第1 第1 第1第2 第2 第2



(2)

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

　荘厳なパイプオルガンの調べが名古屋ガーデンパレスの

チャペルに響き渡り、一同静粛の中、司式：西村清ワイズ・

奏楽者：西村牧子メネット・奨励：加藤明宏ワイズによる礼

拝で「救い主イエスキリストのご降誕」をクラブのメンバー・

ゲストと共に祝い、共に神様を賛美することからクラブ第１

例会を始められました。誠に感謝です。

　世界中の全ての人の為にイエス様を遣わしてくださったル

カ福音書 2章 11 節の意味を加藤ワイズが語ってくださり、

全ての人が例外なく神様に愛される存在であること、神様が

愛される人を自分とは違うという理由で区別するべきではな

いことを改めて教えられ、今世界中・日本中で起こっている

出来事の中に生きる私たち YMCA・ワイズメンの役割を覚

えることができました。

　第二部の祝会・例会は戸田会長のテーマ「大いに喜ぶ」が

文字通り、戸田会長のリードの下、アトラクションゲスト

KOTAさんのサックス演奏が更に会を盛り上げ、終始楽し

い、賑やかな雰囲気で進められました。戸田会長の演出に心

からの拍手を送り、敬意を表したく思います！　また、名古

屋 YMCA120 周年の「日和田再生プロジェクト」に対し、

クラブ 75 周年記念事業として 100 万円の寄付の贈呈式も

行われたことも感謝です。YMCAキャンプを通じてこの国

の将来を担う多くのこども達が大きく成長することを願うも

のです。

　この例会は総勢 19名で実施されました。メネットさん 2

名、コメットさん 2名、マゴメットさん 1名の家族ゲスト

と共に、クラブとして是非ご参加いただきたく招待した 4

名のゲスト、吉野光汰さん・椿佳代さん・堀里美さん・和

田芳子牧師にお越し頂けたことは誠にありがたく、今後の

EMCにつなげていきたいと思っています。

　それにしても名古屋クラブメンバーが 19 名中 10 名と

は・・・、様々な事情があったとは言え、唯一残念なご報告

として付け加えます。� （川本龍資）

■■■  愛実の会＆名古屋ワイズメンズクラブ　クリスマス交流会報告■■■

　12/17（土）愛実の会＆名古屋ワイズメンズクラブ　ク

リスマス交流会が開催されました。コロナ禍によって完全

Zoomとなりましたが、地域奉仕活動として 28回目のクリ

スマスでした。写真や動画・パワーポイントを駆使して　

28 年前の最初の愛実の会との小さなクリスマスの出来事、

そしてそこから刻んで来た歴史をお互いに分かち合う良い機

会となりました。愛実の会は身体に重い障がいを持ちながら、

精一杯生きているメンバーを支えているNPO法人です。こ

うした交流が今後も続き、対面でのクリスマス会ができるこ

とを願いつつ、記念撮影をしてお別れしました。（戸田真二）

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。できるだけ6ケ月分42,000円を 7月と１月に納入し

てくださるようにお願いします。（3ヶ月ずつ納入される方は７月、10月、１月、４月に納入して下さい）

　また中部の理事とキャビネットを支援する為に昨年度決定された3年間限定のリノベーション基金の

今期は2年目になります。クラブ会費を納入いただく時に合わせて納入ください。金額は一人年間3,000

円です。

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より

会費納入

のお願い
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2023 第一例会講師 阿部之悠氏　プロフィール
名古屋芸術大学音楽科声楽コースを卒業。
これまで愛知県を中心に多くの市町村や（公財）文化振興事業団主催コンサートに出演するほか多く
の企業パーティ等にも出演。（名古屋市振興事業団・かすがい市民文化財団・豊田市文化振興財団、
瀬戸市・尾張旭市・尾張旭市市議会・日進市・北名古屋市・豊明市・田原市楽友協会・東員町教育委
員会など）
合唱団の専属講師として岩倉市・北名古屋市・尾張旭市・瀬戸市・小牧市・日進市で指導してきたほか、
市町村の生涯学習市民講座をこれまでに尾張旭市・北名古屋市・豊山町・岩倉市などで行う。

各号に例会以外の活動報告を掲載しておりますが、全て当委員では把握できておりません。
ワイズや YMCA関係の行事に参加された方はその旨ブリテン委員にお知らせください。
宜しくお願いします。

ブリテン委員より
お願い

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■
と　き：2022 年 12月 12日（月）19:00 〜 20:30
ところ：Zoomリモート
1.2022-2023 年度下半期　例会プログラム

月日 会場 プログラム

20
23

1
10 火 YMCA＆ Zoom ①阿

あべ ゆ き ひ さ

部之悠氏

16 月 Zoom ②役員会

2
14 火 YMCA＆ Zoom ①ピンクシャツデー

　アクション
20 月 Zoom ②役員会

3
14 火 YMCA＆ ZOOM ①防災関連
20 月 ZOOM ②役員会

　・�今後の卓話講師の候補：緩和ケア医　大橋洋平さんを推
薦（担当：加藤ワイズ）

2．クリスマス例会報告
　��詳細は別掲記事参照のこと。
3．愛実の会＆名古屋ワイズメンズクラブ　クリスマス交流会
　��詳細は別掲記事参照のこと。
4．次期会長及び EMC 主査選出の報告　
　�　会長：戸田真二ワイズ（2年連続）　EMC主査：渡辺真
悟ワイズを選出し、先日の第一例会にて
クラブメンバーの満場一致で承認された。
5．西日本区区費値上げについて
　（年額 3000 円 or 5000 円アップの理事提案について）
　�　中部部長への報告が来年 1月 15日までに延期になった
ため、更に 1か月クラブメンバーの意見を収集すること
とした。メンバー各自に様々な意見があり、クラブの統一
見解を導くのは難しいと予想される。収集した意見をその
まま中部に提出する形で良いのでは。戸田会長より改めて
メール配信し、クラブメンバーに意見を求める。

6．名古屋クラブの情報共有・広報ツールについて（情報委
員会より）　
　�　クラブの情報委員（戸田会長、渡辺ワイズ、鈴木貞ワイズ、

平野ワイズ）にて、今後の名古屋クラブの情報共有・広報
（ＰＲ）についての中間報告が有った。今まではホームペー
ジ (HP) が唯一の情報ツールで有ったものを、HP( 公式情
報、公開）・FACEBOOK（タイムリーな情報発信、公開）・
Google Drive（資料庫、クラブメンバー限定）の３本立
てで使い分け活用していく。

　�　情報委員にて準備整い次第クラブメンバーに運用方法な
どの指導を開始する。乞うご期待！

７．東西日本区交流会　
　　2023 年 2/4（土）～ 2/5（日）
　　ANAクラウンプラザホテル神戸
　�　申し込みがクラブ単位となっているため、クラブ書記（川
本）より正式にエントリーを開始する旨をメール配信し、
参加者を募ることとする。

8．ＹＭＣＡより
　・�１２月１７日（土）17：00 から　クリスマスキャロル
タワーズライツ　設営準備は 15：00 ～皆さんでご参加
を

　・�お世話に成った担当主事の遠山さん、長期の体調不良で
12月末を以て退職。後任を検討中。

　・2023 年年始は 1月 5日「新年礼拝」でスタートする。
9． その他
　・�クラブ会則について、会員増強他の意味合いを含め見直
しの必要を感じる。平野ワイズ主導でクラブメンバーに
意見を求め、会則変更の準備を開始する。

　・�周年記念事業の一環で「クラブとして JWF献金」につ
いて　←　継続審議とする。

　・�ブリテンの巻頭言、第一例会レポート担当等（毎月 20
日締め切り　渡辺メンまで）

　　2月巻頭言（河部メン）1月第一例会レポート（谷川メン）
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　　　　　　�「目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。わたしの助けはどこから来るのか。わたしの助けはくる、
天地を造られた主のもとから。…………　主がすべての災いを遠ざけてあなたを見守り、あ
なたの魂を見守ってくださるように。あなたの出で立つのも帰るのも主が見守ってくださる
ように。今も、そしてとこしえに。」

� （旧約聖書－詩編 121:1-2,7-8）　　

� 西　村　　清

　明けましておめでとうございます。今年もまた健康が守

られ、新しい年を迎えました。若い時は、時間の経過はゆ

っくり感じましたが、年をとると時間の経過が速く、もう

一年が過ぎて、新しい年を迎えたかと思ってしまいます。

この一年も守られるようにと祈ります。

　さて、この詩編は紀元前にユダヤ民族が、聖都エルサレ

ムの神殿を目指して巡礼の旅をした道中に歌った歌です。

パレスチナの各地から砂漠や荒野を越えての当時の旅は大

変危険がともないました。その危険というのは、いたると

ころに強盗が潜んでいて、旅人を襲うというような危険だ

けではありません。砂漠や荒れ野というのは、一木一草も

なく、一切の生気も優しさもなく、異様な、山の骨のむき

出しているような陰惨さのみが存在して、そこにあるすべ

てが“死の表現”のような感じの場所でもあります。われ

われ日本のように、緑豊かな地、和辻哲郎のいうモンスー

ン的な環境の中で生活している者には、砂漠の生活は理解

できないと言えます。

　このような厳しい環境の中で生活しているイスラエルの

詩人にとって、特に旅する者にとっては、神の導きにその

生死を全く委ねる以外に望みがなかったと言えます。昼は

太陽が人を打ち、夜は砂漠の冷気と魔力が月によって人を

打つ。そのような、恐るべき自然・死の山こそが、この詩

編の歌い出されてきた環境なのです。

　しかし、唯一の真の神さまを信じていた彼らは、出で立

つのも帰るのも守って下さる、一日の初めから終わりまで、

一年の出発から大晦日まで守って下さる神さまを信じてい

たので、心はいつも平安で、安心でした。

　新しい年のスタートに当たり、わたしたちも、この砂漠

のようなあるいは荒れ野のような世に、出で立つのも、帰

るのも守って下さる神さまを信じて、力強く一年の歩みを

始めたいと願っています。

YMCA ニュース

　あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願
いします。
　日和田のトイレ改修工事が行われました。冬季が極寒の
ため水が凍り破損の恐れがあるため、最終工事は来年春に
行いますが明るくきれいな水洗トイレになりました。経費
削減のためペンキ塗りは自ら行い、同じく春に仕上げます。
子どもたちが安心？していけるトイレとなりました。ご寄
付に感謝です！

　日本 YMCA同盟の青少
年奉仕賞を小尾ワイズが
受賞されました。１月５
日の YMCA教職員新年礼
拝の席上で表彰させてい
ただきました。小尾メネッ
トも同時に２５年会員継
続で表彰させていただき
ました。永年のご奉仕に

感謝です！
　クリスマス献金のお願い：青少年育成、国際協力、地域
奉仕を目的として毎年お願いしております。まだ・・とい
う方がいらっしゃいましたぜひご協力ください。奉仕して
くれているユースリーダーが増えています。研修の機会も
増えていますので多くのリーダーに成長の機会を提供した
いと願います。� （中村　隆）
（写真：改装なった日和田キャンプ場のトイレ）　

メン
	 ６日	 木本　精之助くん
	 ７日	 西村　 清くん
15日		 平野　実郎くん
	17 日	 河部　薫くん
19日		 鈴木　貞祥くん

メネット
	 ６日	 河部　慈美さん
	 11 日	 中村　正子さん
	 30 日	 久保田　美代子さん


